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（１）各課主要施策概要について 

 

商 工 労 働 課 

 

１ 新型コロナウイルス感染症対策支援事業 【２８８，６８４千円】    

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて業況が悪化し、経営の維持向上に支障

を来している中小企業者等に対する支援を行い、事業の継続、雇用の継続及び市内

経済の活性化を促します。 

 

 ◆ 各種支援給付金の支給 

  「飲食店等支援給付金」、「卸・小売業支援給付金」、「理美容業支援給付金」、

「宿泊事業者支援給付金」、「江別市公衆浴場支援給付金」ほか 

 

 ◆ 新型コロナウイルス感染症対策支援補助金 

   市内中小企業者等が販路の拡大や生産性の向上を目指して取り組む事業を

支援する。 （補助率８／１０ 補助上限額２００万円 ） 

 

 ◆ 新型コロナウイルス経済対策相談窓口の設置 

   経済対策支援に係る総合的な相談に対応する窓口を設置。無利子無担保融資

を希望する事業者へのセーフティネット保証認定業務を行うほか、各種給付金

の申請受理、雇用調整助成金の専門相談（予約制）等を行う。 

 

 

 

２ 江別まちなか仕事プラザ事業 【２２,７９６千円】 

  イオンタウン江別内に就労拠点施設を設置し、求職者・求人企業を総合的に支援

します。市内企業求人情報を閲覧できるほか、求職者・求人企業向けセミナーを実

施し、キャリア支援員が就労に関する各種相談を承ります。 
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 江別まちなか仕事プラザ事業は、求職者・求人企業の双方に対して総合的な就労支援を

行う事業です。 

 イオンタウン江別内に拠点施設を構え、キャリアコンサルタントやファイナンシャルプ

ランナーなどの資格を持つキャリア支援員が各種相談に応じます。 

 ハローワーク求人情報の提供や企業説明会を開催するほか、求職者向けセミナーや企業

採用担当者向けセミナ―も無料で公開します。 

 また、企業訪問担当者が江別市内の企業を訪問し、採用ミスマッチを防ぐための就業体

験などを企画します。 

  

＜事業スキーム＞ 

 

 

 

    

■７月１０日 企業説明会の様子        ■ 江別市求人掲示板      

 

 江別まちなか仕事プラザ事業 
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観 光 振 興 課 

１ 食を軸とした地場産品販路拡大支援事業 【４１８千円】    

催事・物産展への出展や商談会参加支援、試食相談会開催などを通じ、地場産品の販路

拡大を支援する。 

 

２ 観光振興計画推進事業 【８，３７９千円】 

江別市観光振興計画に基づき、市内観光施設循環バスイベント、市内プロモーションイ

ベント、サイクルツーリズムの検討、市内の飲食店や観光スポットの周遊を促進する謎解

きゲーム、観光人材育成等に関するセミナーの開催等を実施し、道央圏からの誘客による

交流人口の拡大を図る。 

 

３ 地域発見魅力発信事業 【４，５７５千円】 

地域おこし協力隊事業、市内大学留学生向けバスツアーの実施、子どもパスポート（当

市を含む１１市町村の子ども向けスポットを紹介した冊子）の共同発行等により、江別の

地域資源を発掘し、魅力を発信する。 

 

４ 江別アンテナショップＧＥＴ’Ｓ管理運営事業 【８，５９１千円】 

ＥＢＲＩ(旧ヒダ工場)内にあるアンテナショップの管理運営経費 

 

５ 江別観光協会補助金 【２，７１０千円】 

江別観光協会が実施する観光パンフレットの発行、ホームページによる観光情報の提供

等の観光振興事業に対する補助 

 

６ 市民交流施設関連経費（観光案内業務） 【 ２，８１１千円】 

  市民交流施設内の観光案内業務委託に係る経費 

-3-



＜単位：人＞

【直近３年度分】

年度

Ｈ２９

Ｈ３０ 437,978 147.8%

Ｒ元 △163,225 87.9%

【半期比較】

年度 ４～９月 （前年比） 10～３月 （前年比） 計 （前年比）

Ｈ３０ 968,827 - 384,488 - 1,353,315 -

Ｒ元 864,467 89.2% 325,623 84.7% 1,190,090 87.9%

【森林公園付近施設の半期比較】

年度 ４～９月 （前年比） 10～３月 （前年比） 計 （前年比）

Ｈ３０ 594,942 - 248,176 - 843,118 -

Ｒ元 466,981 78.5% 190,644 76.8% 657,625 78.0%

《参考》

　・前年比月別では、４、５、１月は前年比増、他は減

　・森林キャンプ場は、6/11から9/19まで閉鎖

　・北海道博物館、開拓の村、ふれあい交流館、埋蔵文化財センターは、2/29（土）

　　から3/31(火)まで臨時休館

　・道立野幌総合運動公園は、３月に６団体（1,286名）が利用キャンセル

江別市観光入込客数の推移

前　年　比 備　　考

 野菜の駅ふれあいファーム
 しのつオープン

 ゆめちからテラスオープン

915,337

1,353,315

※野幌森林公園、野幌総合運動公園、埋蔵文化財センター、セラミックアートセンター、森林キャンプ
　場、ゆめちからテラス

1,190,090

-

 クマ出没（6～9月）、
 新型コロナ行動自粛（2～3月）

観光入込客数

-4-



農 業 振 興 課 

 

１ 都市と農村交流事業           【1,600千円】 

 

 江別産農畜産物の地産地消や、生産者と消費者との交流を支援します。また、

市内だけでなく近隣にも江別の農畜産物のファンが拡大することを目指し、積

極的にＰＲします。 

◆ 野菜の日キャンペーンの実施 

◆ 農家のかあさん土曜市の開催 

◆ 農畜産物加工新商品開発等支援 

 

２ 江別産農畜産物ブランディング事業    【2,283千円】 

 

江別の小麦・黒毛和牛など地域ブランドの維持・拡大や安定供給に取り組みま

す。 

◆ 黒毛和牛育成支援 

◆ 小麦品種「きたほなみ」の作付を確保するための助成 

 

３「食」と「農」の豊かさ発見実践事業    【3,797千円】 

 

食育推進計画に基づき、「食」と「農」への理解を深めるため、小・中学生を

対象とした食育事業を実施します。 

◆ 小学生：農業体験学習等 

◆ 中学生：市内生産者等を招いた授業 

      地場産食材を使ったレシピコンテスト 

 

４ 江別市学生アルバイト雇用農業者給付金  【4,025千円】 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている学生のアルバイト先の確保と

農業の労働力の確保のため、学生を雇用した農業者に対し給付金を支給します。 

 

◆  給付額 ：学生 1人の雇用につき ２，０００円／日 

（1日 5時間以上の雇用が条件） 

◆  対象期間：令和２年６月１日～１０月３１日 
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